
倶知安駅

登
別東

室
蘭

新
八雲駅
（仮称）

八雲

森

大沼

五稜郭

木古内駅

奥津軽
いまべつ駅

青函トンネル約54㎞

青
森

函館

札幌駅

小樽

室蘭

苫
小
牧

千歳

江差

大
湊

長万部駅

新小樽駅
（仮称）

新青森駅
七戸十和田駅

新函館北斗駅 渡島大野渡島大野

北
海
道
新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と
半
年
！

開
業
効
果
を
胆
振
・
日
高
へ
広
げ
よ
う
！
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こ
こ
苫
小
牧
市
を
含
む
胆
振
・
日
高（
通
称
：

日
胆
）
地
域
は
、
新
幹
線
の
沿
線
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
本
格
的
な
新
幹
線
時
代
を
迎
え
、
道

外
か
ら
の
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
呼
び

込
み
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
日
胆
管
内

の
18
自
治
体
と
各
観
光
協
会
や
商
工
会

な
ど
で
構
成
す
る
官
民
一
体
の
団
体
と

し
て
、
平
成
25
年
10
月
に
「
北
海
道
新

幹
線×

ｎ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会
議

（
以
下
ｎ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会

議
）」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た

　
ｎ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会
議
は
、

各
ま
ち
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
を
か

け
合
わ
せ
、
エ
リ
ア
全
体
で
Ｐ
Ｒ
し
、

北
海
道
を
代
表
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
„
ｎ
ｉ
ｔ

ｔ
ａ
ｎ
“
と
し
て
こ
の
地
域
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
観
光
振
興
を
軸
と
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

ｎ
ｉ
ｔ
ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会
議
の
取
り
組
み
の

一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す

北
海
道
新
幹
線×

ｎ
ｉ
ｔ
ｔａｎ

地
域
戦
略
会
議
の
取
り
組
み

　北海道新幹線が来年の3月に開
業予定だということを知っていま
すか。現在、新青森駅まで東北新
幹線が運行していますが、新たに
「奥津軽いまべつ駅」、「木古内駅」、
そして「新函館北斗駅」が開業し、
いよいよ北海道にも新幹線がやっ
て来ます

ニ
　
　
　
ッ
　
　
　
タ
　
　
　
ン

ニ
　
　
　
ッ
　
　
　
タ
　
　
　
ン
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